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 プロジェクトの概要  

①プロジェクトの目的 

 日本有数の栗産地である笠間市では、栗の

品質を向上させることによるブランド力の向

上を目指している。しかし、昨今の夏期の気

温上昇に起因するとみられる品質の低下に悩

まされている。そこで本プロジェクトでは、

笠間産栗の品質安定化の第一歩として、品質

を低下させている要因の解明を目指す。 

②具体的な活動計画及び役割 

 栗は可食部が子葉であるため、花粉親の違

いが品質に少なからず影響していると推察さ

れている。本年度の取り組みでは、花粉親の

遺伝子型が品質に及ぼす影響を明らかにする。 

 

 活動内容及び成果  

活動内容 

 他家受粉由来のクリ果実（堅果）は無胚乳

種子の子葉部分が可食部であることから、そ

の形質発現は花粉親からの遺伝の影響も受け

ている。このため、堅果の品質を安定化する

ためには、果実形質に母本のみならず花粉親

の特性が継承される「キセニア現象」への対

策が必要である。キセニアの悪影響としては、

これまでに劣性形質の発現による可食部の着

色や変質が報告されている（図 1）。しかし、

花粉親の遺伝子型が堅果の品質に及ぼす影響

を科学的に特定した事例は少ない。 

クリは風媒を中心とした受粉様式をとるた

め実際の果樹園における結実においては、同

時期に近傍で開花している品種の花粉によっ

て受粉していると考えられる。クリの開花時

期は品種によって異なるため、品種構成が同

じで年次変動の少ない果樹園の環境下では連

年ほぼ同じ品種が同時期に開花し、毎年同じ

品種の花粉が安定的に供給されていたと考え

られる。しかし、近年の気候変動の影響によ
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りクリの開花時期が大きく変動してきている

ことから（図 2）、これまでは開花時期が重な

らなかった品種間での花粉の授受が行われて

いる可能性が高い。このため、従来は問題と

ならなかったキセニア現象が堅果の品質に少

なからず影響を及ぼしていると推察される。 

このような気候変動下におけるキセニアの

影響を回避するためには、主要品種との間で

交配に用いたときに堅果の品質に影響を及ぼ

す花粉親品種を特定する必要がある。そこで

本プロジェクトでは、笠間市のクリ園におい

て、果実単位で品種の組み合わせと品質との

関係を調査し、異なる花粉親が堅果の品質に

及ぼす影響を明らかにした。 

 

プロジェクトの成果 

栽植位置の関係から花粉の飛来元が異なる

と推定される‘丹沢’および‘利平’の複数

の樹を母樹として供試し、複数の品種に由来

する花粉が堅果の形態および品質に及ぼす影

響を検討した。その結果、以下に示すとおり

堅果の品質に明確な花粉親の影響を確認した。 

 ‘丹沢’に品種 Cの花粉が受粉すると果実

のサイズや比重を反映している堅果重が大幅

に減少した（図 3）。 

‘利平’に品種 Bの花粉が受粉すると堅果の

食味品質や生食時の嗜好性に大きく影響する

糖度が低下した（図 4）。 
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さらに‘利平’および‘丹沢’に品種 Bの

花粉が受粉すると渋み成分であり生食時や加

工後の風味や嗜好性に影響するポリフェノー

ル含有量が減少した（図 5）。 

 

以上の結果より、一部の組み合わせではある

が、花粉親の遺伝子型によって堅果の品質が

影響を受けることを確認した。 

 

 今後の課題及び展望  

次年度以降、今回供試した堅果の正確な花

粉親を確認するとともに、年次間での再現性

を検証する必要がある。それにより、高品質

かつ安定した果実の生産に向けた栽植品種の

組み合わせへの提言が可能になると考えられ

る。 

 


